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平成３０年7月発行

公
益
社
団
法
人

木
津
川
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の

平
成
30
年
度
定
時

総
会
が
、
5
月
31

日
午
前
10
時
か
ら

木
津
川
市
中
央
交

流
会
館
（い
ず
み
ホ
ー

ル
）で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
稲
田

浩
人
議
長
の
議
事
進
行
の
も

と
、
平
成
29
年
度
補
正
予
算

書
に
つ
い
て
報
告
し
た
後
、
平

成
29
年
度
事
業
報
告
、
平
成

29
年
度
収
支
決
算
報
告
が

審
議
さ
れ
、
各
議
案
す
べ
て

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
30
年
度
事
業
計

画
書
・収
支
予
算
書
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第２１号

生産者人口の減少という現実の中で、「社会の担い手」

として、シルバー世代が再び脚光を浴びています。

平成２９年度の当センターの受注契約実績は、昨年度

を１，０９１万円余り上回り、２億２千１００万円を超える結果と

なりました。

まずお知らせすべきことは「木津川市シルバー人材セ

ンター第２次中期５か年計画」であります。

この「第２次中期５か年計画」を指針として、今後の事

業運営を計画的に実施することにいたします。

２つ目には、人材センターの会員数であります。全国的

にもシルバー会員は減少傾向にありますが、何としても

「我々の仲間を増やさねばなりません」。特に木津川市に

おける女性高齢者の１％にも満たない女性会員の仲間を

増やしたいと思います。

そのために、サロンの充実など、女性にとっても魅力の

あるセンターを目指したいと思います。そして、より一層木

津川市民の皆様に信頼され、期待されるよう頑張りたいと

思います。

また、派遣を含む就業機会の確保に向けて、地元企

業に貢献できる場を増やし、新たな就業機会の確保に向

けて知恵を出し合いたいと考えています。

編集・発行

公益社団法人 木津川市シルバー人材センター

〒619-0214

京都府木津川市木津神田2番地１ リサイクル研修ステーション内

TEL:0774-72-6690 FAX:0774-72-7314 http://www.0774.or.jp/sjc/

４０６ 人
（男性 ３１２人、女性 ９４人）

会 員 数 （平成29年度末）

「第２次中期５か年計画」
を計画的に実施

理事長 田村 誠造

定 時
総 会

（１２０名を超える会員が参加されました）
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「
オ
ー
ル
京
都
で

最
適
な
就
労
」

京
都
府
山
城

広
域
振
興
局
長

岡
本

圭
司

（
代
読
副
局
長

姫
野

孝
宏
）

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
労

働
力
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

が
上
昇
す
る
中
、
人
手
が
不
足
す
る

分
野
を
中
心
に
様
々
な
場
面
で
高
齢

者
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
生
き
が
い
づ

「
人
生
１
０
０
年
時
代

に
向
け
て
」

木
津
川
市
長

河
井

規
子

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
就
業
を
通

し
て
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
健
康
維

持
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
活

性
化
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
ご
協
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
全
国
で
人
口
減
少
が
課
題

と
な
る
中
、
平
成
30
年
４
月
に
市
発

足
後
の
人
口
が
1
万
人
増
加
い
た
し

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
で
は
山
間

部
や
既
成
市
街
地
を
中
心
に
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
生
涯
現
役
で
社
会
参
加
い
た
だ

く
こ
と
は
、
今
日
の
地
域
社
会
を
守
っ

て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
担
う
役
割
は
一
層
重
要
な
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総

会

で

の

来

賓

祝

辞

（
抜
粋
）

は
、
こ
れ
か
ら
も
、
非
常
に
大
き
な
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
最
近
で
は
「ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー

ビ
ス
」や
「き
づ
が
わ
ふ
れ
あ
い
支
援
員
」

な
ど
の
事
業
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
、
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
ま
す
ま
す
充
実
・発

展
し
、
活
力
あ
る
高
齢
化
社
会
の
実

現
に
む
け
、
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

き
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行

政
と
共
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

高
齢
者
の
皆
様
の
、
多
種
多
様
な
技

術
を
生
か
し
た
生
き
が
い
作
り
や
仲

間
作
り
、
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
参
加

等
を
応
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者

の
皆
様
が
豊
か
な
知
識
や
能
力
を
生

か
し
、
就
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
、
幅
広
く
社
会
で
活

動
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
も
会
員
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
、
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
地
域
社
会
へ
の

参
加
を
応
援
」

木
津
川
市
議
会

議
長

髙
味

孝
之

木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
会
員
数
、
受
注
件
数
と
も
に
、

年
々
増
加
し
、
契
約
金
額
も
２
億
２

千
万
円
を
超
え
る
な
ど
、
そ
の
活
動

は
順
調
で
あ
り
、
高
齢
者
の
方
々
の

就
業
促
進
と
生
き
が
い
対
策
の
た
め

に
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
様
が
、
自
ら
の
特
技

を
生
か
し
て
働
き
、
生
き
が
い
を
持
っ

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
社
会
的
役
割

く
り
の
観
点
か
ら
も
、
働
く
意
欲
の

あ
る
方
々
が
豊
富
な
経
験
や
知
識
、

能
力
を
生
か
し
生
涯
現
役
で
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
木
津
川
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

請
負
事
業
、
派
遣
事
業
と
も
に
契
約

金
額
を
大
き
く
伸
ば
さ
れ
、
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
の
就
業
の
場
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢

者
を
は
じ
め
多
様
な
働
き
手
を
支
援

す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
や

雇
用
の
維
持
・
確
保
な
ど
、
経
済
・
雇

用
対
策
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
木
津
川
市
を
は
じ
め
と
す

る
市
町
村
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

オ
ー
ル
京
都
で
、
お
一
人
お
一
人
に
と
っ

て
最
適
な
就
労
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

一
層
の
御
支
援
・御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
木
津
川
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の

御
発
展
と
、
御
出
席
の
皆
様
の
御
健

勝
と
御
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。
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新
役
員
紹
介

会
員
表
彰

10
年
以
上

に
わ
た
り
会

員
と
し
て
就

業
し
、
豊
か

な
知
識
と
経

験
を
地
域
社

会
に
活
か
さ

れ
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
功

労
を
た
た
え

表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

霜
出

清
澄

尾
﨑

友
德

田
門

昭
男

安
東

文
子

藤
原

滋
之

尾
﨑

恒
義

森
脇

寛

小
笠
原
正
博

八
田

晃
男

相
馬
巴
日
佐

大
内

重
好

岸

直
治

清
家

勲

仲
川

賢
吾

竹
内

由
治

吉
岡

信
幸

清
野

典
昭

永
野

稔
児

八
ツ
繁
泰
俶

杉
原

卓

岡
田

豊

濱
田

道
子

（
順
不
同
）

木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

第
二
次
中
期
５
か
年
計
画

（
平
成
30
年
度
～
34
年
度
）

実
施
計
画

１
．
会
員
の
増
強

①
会
員
の
増
強

②
女
性
会
員
の
拡
大

③
会
員
の
モ
ラ
ル
の
向
上

２
．
就
業
の
拡
大
・
強
化
及
び

普
及
啓
発
の
拡
大

①
就
業
の
拡
大
・
強
化

②
普
及
啓
発
の
拡
大

③
新
規
事
業
の
開
拓

３
．
安
全
就
業
・
適
正
就
業
等
の
徹
底

①
安
全
就
業
の
徹
底

②
健
康
管
理
の
強
化

③
適
正
就
業
の
推
進

４
．
組
織
の
運
営
体
制
と
財
政
基
盤
の
強
化

①
事
業
運
営
体
制
の
強
化

②
財
政
基
盤
の
強
化

③
事
務
局
体
制
の
強
化

④
行
政
機
関
等
と
の
連
携
強
化

⑤
福
利
厚
生
の
充
実

専
務
理
事

事
務
局
長

中
野
嘉
友

平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
で
、

事
務
局
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
・
非
才
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
責
任
の
重
さ
を
日
々

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。「人

生
１
０
０
年
時
代
」
と
呼
ば

れ
る
中
、
「
明
る
く
、
陽
気
な
」
そ

し
て
「和
気
あ
い
あ
い
」の
シ
ル
バ
ー

人
生
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会員数目標

４
０
６
人

４
２
０
人

４
７
０
人

H30H34

理
事大

西
寛
典

（木
津
川
市
健
康
福
祉
部
長
）

平
素
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
を

考
え
ま
す
と
、
無
く
て
は
な
ら
な

い
貴
重
な
団
体
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
団
塊
世
代
の
方
が

増
加
す
る
中
、
年
齢
に
関
わ
り
な

く
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
と
し
て
、

そ
の
重
要
性
が
益
々
増
す
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
会
員
同
士
が
助
け
合
い
、

地
域
社
会
に
寄
与
し
て
い
く
た
め

に
、
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は｢

安
全
就
業｣

に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
て
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
、
副
理
事
長
を
は
じ
め
、

理
事
の
皆
様
方
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
時
代
に
対
応
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
、
職
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

特
別
功
労
表
彰

多
年
に
わ
た
り
理
事
と
し
て

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
地
域
社

会
に
活
か
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
こ
と
に
特
別
功
労
者
の

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

笹
山

愼
夫
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昨年度の我が国の経済は、アベノミクスの推

進により雇用・所得環境の改善が続く緩やかな

回復基調となりましたが、少子高齢化で現役世

代は減少しており、社会の活力維持のためには、

働く意欲のある高齢者が活躍し続けることが重

要となってきています。当センターは、４月か

ら高齢者のための軽度な生活支援（掃除・洗濯

等）を担う「きづがわふれあい支援員」事業に

参画する等、積極的な事業展開に努め、また、

ボランティア活動やサロン、講習会での入会促

進に努めた結果、わずかながら会員数も増え、

契約金額も昨年度を上回る数字となりました。

交通安全・接遇
2月15日

参加;会員97人

講師;

接遇 小野圭子

交通安全

木津警察署

障子張替え
２月22日

参加;会員3人

一般1人

講師;

木津障子班

毛筆・宛名書き
1月26日

参加；会員10人

一般2人

講師；木村 福能

市が認定した高齢の要支援者（利用者）の方に４５分

で軽易（掃除・洗濯など）な仕事を提供する事業を始

めました。（配分金１，５４６円）

このお仕事を行うには研修を受講し登録が必要とな

ります。登録されている会員が少ないため運営が大変

厳しい状況ですので、たくさんの登録会員を募集してお

ります。

興味のある方は事務局までお問い合わせください。

家庭の「暮らし」をお助けします！

住み慣れた家で安心して快適な日々を過ごせる

ように、センター会員が地域の暮らしをお手伝い

します。

・現在約６９名の会員さんが登録

・平成２９年度は９１件受託、契約金額４５，５００円

・引き続き会員及び作業依頼の募集中

ふれあい支援員 ワンコインサービス

合計（406人）合計（40４人）合計（３９４人）
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熱中症予防のために

○こまめに水分を補給してください

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、
こまめに水分、塩分、経口補水液*などを補給しましょう。

＊経口補水液とは、食塩とブドウ糖を溶かしたものをいいます。

○暑さを避けてください

できるだけ風通しのよい日陰など、涼しい場所ですごしましょう。

○以下の症状にお気をつけください。
熱中症の症状 めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、筋肉のこむら返り、気分が悪い

頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う

＜重症になると＞ 返事がおかしい、意識消失、けいれん、体が熱い

○熱中症が疑われる人を見かけたら

涼しい場所へ 風通しのよい日陰など、涼しい場所へ

からだを冷やす 衣服をゆるめ、からだを冷やす（首回り、脇の下、

足の付け根など）

水分補給 水分・塩分・経口補水液などを補給する

○自力で水が飲めない、意識がない場合は、
すぐに救急車を！

「熱中症」は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ、

体温調節機能がうまくはたらかなくなり、体内に熱がこもった状態をさします。屋外だけでなく

室内で何もしていないときでも発症し、救急搬送されたり、場合によっては死亡することもあり

ます。

平成３０年度 安全・適正就業に関する標語

多数の応募ありがとうございました。

その中から優秀作品を選出し、今年度の安全標語を

紹介させていただきます。

「これくらい」 思う心が 事故のもと

加茂 寺尾 勝

昨年度は、作業中の転倒、草刈

り機による跳ね石、切傷、ハチ

に刺されるなど20件(傷害7件・

物損13件）の事故がありました。

くれぐれも

安全第一
でお願いします。
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京
都
は
古
い
文
化
や
歴
史
が
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
辺
を
旅

す
る
こ
と
は
大
変
楽
し
く
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
々
と
日
頃
ゆ
っ

く
り
話
せ
る
機
会
が
少
な
い
の
で
、

知
ら
な
い
一
面
を
発
見
で
き
る
い
い

機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

月

桂

冠

で
は
お
酒

の
歴

史

の
説

明

と
作

り

方

な

ど

、
試

飲

も

で

き
ま
し
た
。

南

禅

寺

も

戸

襖

に
描

か
れ

た

教

科

書

に
あ

る

狩

野

派

の
絵

も

見

学

で
き

ま

し

た
。

南

禅

寺

は
臨

済

宗
南
禅
寺
派
の
大
本

山
。
流
石
に

庭

も

美

し
く

手

入

れ

も

行

き

届

い
て
い
て
、
静

か

な

境

内

を

散

歩

す
る
と
、
側
道
の

溝

に
は
琵

琶

湖

疏
水
の
水
が
勢
い

よ
く
流
れ
、
溝
の

側

石

が
流

れ

で

擦
り
減
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
凄
い

な
と
思
い
、
年
月
の
重
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

旅
と
い
え
ば
食
事

が
一
番
の
楽
し
み
で

す

。
八

寸

、
椀

物

、

煮
物
、
揚
げ
物
な
ど

季
節
感
や
彩
り
、
味

わ
い
も
十
分
あ
り
ま

し
た
。

会
席
料
理
は
宴
席
で
酒
を
楽
し

む
食
事
と
い
わ
れ
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ

も
入
り
賑
や
か
に
宴
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

帰
り
に
は
京
漬
物
、
西
利
本
店
へ

行
き
、
京
都
の
底
冷
え
、
そ
の
寒
さ

が
作
り
上
げ
た
漬
物
と
ワ
イ
ン
を

試
食
し
ま
し
た
。

元
気

に
働
く

こ
と
が
医
療

費

の

抑
制
に
も
な
り
ま
す
。

「
自
主
」
、
「
自
立
」
、
「
共
働
」
、
「
共

助
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
健
康
長
寿
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

今
度
は
何
処
に
行
く
の
か
な
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
睦
研
修
旅
行

２
月
２
日

（金
）

京
都
岡
崎
方
面

会
員
65
名
参
加

西
窪

義
則

会
員
の
広
場

１
班

４
月
８
日

15
人

懇
談
会
（花
見
）

２
班

４
月
25
日

17
人

懇
談
会

木
津
小
学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

３
班

４
月
４
日

15
人

相
楽
小
学
校
周
辺
の
除
草
作
業

４
班

12
月
３
日

16
人

懇
談
会

州
見
台
小
学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

５
班

３
月
27
日

15
人

懇
談
会

６
班

３
月
８
日

４
人

懇
談
会

７
班

９
月
28
日

19
人

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
及
び

除
草
作
業

２
月
22
日

26
人

懇
談
会

８
班

11
月
11
日

20
人

懇
談
会

３
月
17
日

12
人

上
狛
小
学
校
の
清
掃及

び
除
草
作
業

地

域

班

活

動

シルバーサロン「ゆるり」へ
みんな集まれー！！

９月１３日（木） （午後１時半～４時）

加茂文化センターで開催します。

コーヒー・紅茶（各１００円）

お菓子もご用意していますので、会員同士、

お友達もお誘いの上いらして下さい。

♪待ってま～す♪

〈 次回予定 〉

11月下旬開催 （いずみホール）

２月下旬開催 （やすらぎ苑）

い
ろ
ん
な
仕
事
が
し
た
い

仕
事
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が

大
事
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朝
に
咲
く
い
ち
ば
ん
花
に
声
を
か
け

野
良
仕
事
ほ
っ
と
ひ
と
と
き
テ
ィ
タ
イ
ム

親
切
は
し
て
も
さ
れ
て
も
笑
顔
呼
ぶ

気
を
付
け
よ
過
ぎ
た
親
切
あ
だ
と
な
る

シ
ル
バ
ー
作
品
館

川

柳

木
津
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面

に
掲
載
の
画
像
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

・
木
津
川
市
の
風
景
や
木
津
川
市

の
行
事
な
ど
木
津
川
市
に
関
わ
る

画
像

・
シ
ル
バ
ー
会
員
の
活
動
風
景

（
作
業
風
景
や
サ
ロ
ン
や
親
睦
会
、

講
習
な
ど
）
の
画
像

木
津
川
市
内
（
木
津
・
加
茂
・
山

城
）
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
る

素
敵
な
画
像
が
あ
り
ま
し
た
ら
事

務
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
エ
ッ

セ
イ
、
写
真
、
手
作
り
の
作

品
等
々
、
何
で
も
結
構
で
す
。

（
山
城
）

古
川
兼
一

（
木
津
）

林

紀
男

冬のひざし
(加茂）吉村勝

シ
ル
バ
ー
カ
ラ
オ
ケ
グ
ル
ー
プ

の
紹
介

門
司

開

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
発
足
し
て
約
10
年
に

な
り
ま
す
が
、
92
歳
を
筆
頭
に
会
員
が

約
20
数
名
い
ま
す
（
Ｏ
Ｂ
も
含
め
て
）。

毎
月
第
４
土
曜
日
の
午
後
に
例
会
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
月
１
回
の
再
会
の
た

め
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
で
、
歌
っ
て
い
る

人
が
も
う
少
し
静
か
に
と
注
意
す
る
ほ

ど
で
す
。

東
北
福
祉
大
学
の
あ
る
論
文
「
カ
ラ
オ

ケ
の
効
能
」が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

カ
ラ
オ
ケ
で
大
き
な
声
を
出
す
、
新
し

い
曲
を
覚
え
て
く
る
、
世
間
話
を
す
る

こ
と
な
ど
が
ス
ト
レ
ス
解
消
や
、
脳
の
活

性
化
に
つ
な
が
り
、
認
知
症
の
発
症
を

抑
え
た
り
、
進
ま
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
の
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
10

年
誰
一
人
と
も
そ
う
い
っ
た
症
状
の
人

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ

う
。

写

真

の

部

工

芸

の

部

風景

(木津）渡辺 渥

知恵玩具
(木津）大成雅尚
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最
近
の
テ
レ
ビ
番
組

で
、
日
本
の
人
口
構
成

を
年
代
別
に
図
示
す

る
と
、
高
齢
者
が
極
端

に
増
加
し
、
生
産
労
働

を
担
う
世
代
が
、
徐
々
に
減
っ
て
来
る
棺

桶
型
に
な
っ
て
い
る
事
を
知
っ
た
。

こ
の
現
実
に
鑑
み
、
企
業
・自
治
体
は
、

深
刻
な
労
働
力
不
足
に
対
し
て
、
最
後
の

砦
と
し
て
、
「生
き
が
い
」に
ウ
エ
イ
ト
を
置

く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
雇
用
を
求
め
、

殺
到
し
て
い
る
と
聞
く
。

き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
の
３
Ｋ
の
仕
事
を

嫌
う
若
者
の
代
わ
り
に
、
高
齢
者
が
そ
の

担
い
手
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
も
あ

る
。
更
に
、
現
役
世
代
と
同
質
・フ
ル
タ
イ

ム
の
労
働
を
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
期
待
に

は
、
十
分
応
え
ら
れ
な
い
事
も
現
実
で
あ

る
。全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
は
、
平
成
30
年
か
ら
平
成
36
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
「第
２
次
会
員
１
０
０
万
人

達
成
計
画
」に
取
り
組
む
と
あ
る
。
木
津
川

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
第
２
次
中
期

５
ヵ
年
計
画
に
会
員
の
増
強
、
新
規
事
業
の

開
拓
を
大
き
な
目
標
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

其
の
為
に
は
各
種
団
体
と
連
携
し
た
取

り
組
み
に
、
理
事
・職
員
並
び
に
会
員
が
一

丸
と
な
っ
て
、
突
き
進
む
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
進
化
（真
価
）が
問
わ
れ
そ
う
で
あ
る
。

編
集
後
記

理

事

会

報

告

木
津大

山

正
基

大
切

幸
一

尾
崎

久
一

松
居

多
一
郎

青
葉

隆
生

五
十
﨑
明
人

髙
桑

基
泰

三
村

俊
雄

森
本

繁

丸
山

俊
六

橋
本

実

中
村

正
司

細
谷

耕
造

判
藤

弘
司

水
谷

富
男

鴛
田

國
治

藤
木

久
利

野
口

良
数

山
村

晴
美

中
西

栄
子

稲
田

陽
一

河
村

政
広

吉
田

陽
子

加
茂吉

住

康
治

井
坂

実

野
口

明
英

岩
田

正
昭

本
間

義
晴

塚
本

雅
夫

木
下

利
文

中
切

和
彦

西
村

幸

山
岡

利
智
子

岩
元

薩
男

末
延

洋
二

浅
井

正
満

中
村

久
美
子

山
城入

川

英
生

大
西

清
之

平
野

豊

小
島

勝
博

古
川

政
雄

和
田

春
美

古
川

敏
己

田
中

晴
美

安
田

辰
廣

第
１
回

平
成
30
年
5
月
14
日
（月
）

(1)

平
成
29
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

(2)

平
成
29
年
度
収
支
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
に
つ
い
て

(3)

平
成
30
年
度
収
支
予
算
書
の
変
更

に
つ
い
て

(4)

役
員
の
選
出
に
つ
い
て

(5)

平
成
30
年
度
定
時
総
会

議
案
書
（案
）に
つ
い
て

(6)

被
表
彰
者
の
審
査
に
つ
い
て

報
告正

会
員
の
入
会
に
つ
い
て

そ
の
他

第
２
次
中
期
５
か
年
計
画
に
つ
い
て

広
報
委
員委

員

長

福
井

智
（
加
茂
）

副
委
員
長

林

紀
男
（
木
津
）

委

員

吉
村

勝
（
加
茂
）

〃

門
司

開
（
木
津
）

〃

竹
本
す
み
子
（
山
城
）

チ
ッ
プ
機
の
新
規
導
入

平
成
30
年
３
月
12
日
10
時
よ
り
加
茂

町
法
花
寺
野
作
業
場
に
て
安
全
祈
願

を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
以
前
は
加
茂
支
所
の
み

の
堆
肥
化
で
し
た
が
、
以
降
木
津
本
所
、

加
茂
、
山
城
支
所
管
内
に
於
け
る
剪
定

木
全
て
を
堆
肥
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
処
分
費
を
減
と
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
可
燃
ゴ
ミ
の
削
減
と
堆
肥

化
し
自
然
に
戻
す
こ
と

は
私
共
の
使
命
で
も
あ

り
ま
す
。
新
規
導
入
に

伴
い
、
一
層
の
堆
肥
化
の

促
進
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
職
員
の
紹
介

２
月
よ
り
事
務
所
で
勤
務
し
て
い
る

嘱
託
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

木
津
本
所

森
西
明
美

木
津
本
所

山
本
美
奈
子

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動

４
月
よ
り
事
務
局
の
体
制
に
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

木
津
本
所

事
務
局
長

中
野
嘉
友

課
長

岩
井
嘉
之

係
長

畑
内

勉

加
茂
支
所

課
長

小
川

博

主
事

尾
﨑

悟

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

事
務
局
で
長
年
勤
務
し
て
い
た

加
茂
支
所

支
所
長

山
岡
利
智
子

木
津
本
所

嘱
託
職
員

金
子
慶
子

平
成
30
年
３
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

会 員 募 集！!
経験・技能を生かして、地域

で共に働く仲間を募集していま
す。会員の皆さんのご近所やお
知り合いの方で、一緒に仕事を
していただける方はいませんか・・・

ぜひ声をかけていただいて、
誘ってみて下さい。対象となる
方
●木津川市在住の方
●６０歳以上で健康で働く意欲
のある方
※女性会員・夫婦会員のご入会
をお待ちしております

新
入
会
員
の
紹
介

29
年
６
月
２
日
～
30
年
６
月
1
日

（
入
会
順
・
敬
称
略
）


